
⑩

「地元密着」をアピール
茨
城
県
支
部

会
社
と
の
事
業
順
調
と
報
告

ト
ッ
プ
会

常
務
理
事
長
　

東
武
Ｇ
入
り
後
初
開
催

月分

総取扱額

．
％
増
の

億
に

国
内
旅
行
は
．
％
の
増
加

ＪＲ西

わ
か
や
ま
Ｄ
Ｃ
の
成
功
へ

マ
ス
コ
ミ
に
取
材
会

バ
ス
技
術
者
の
全
国
大
会

日
本
バ
ス

協

会
　

発
明
考
案
功
労
者
を
表
彰

消
費
増
税
後
の
企
画
旅
行
表
示

「
内
税
が
好
ま
し
い
」
ＪＡＴＡ
指　　針

国内　過去最高万人
年末年始の宿泊旅行、ＪＴＢ見通し

日
並
び
の
良
さ
が
後
押
し

ジ
ャ
パ
ニ
カ
ン
刷
新

香
港
、タ
イ
を
強
化

Ｊ
Ｔ
Ｂ
系

環
境
基
金
へ
の
募
金

１
４
８
万
円
集
ま
る

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ

Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ト
ラ
ベ
ル
に

宿
泊
コ
ン
テ
ン
ツ
提
供Ｊ

Ｔ
Ｂ

事
務
所
を
移
転

Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
東
京

リ
ク
ナ
ビ
と
連
携
し

就
活
生
応
援
バ
ス
運
行

ウ
ィ
ラ
ー

木村　進さん

　

今
、
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
は
。

　
２
年
前
か
ら
県
議
会
や
教

育
委
員
会
に
対
し
、
市
町
村

税
を
納
税
し
て
い
る
地
元
旅

行
会
社
が
小
・
中
・
高
の
修

学
旅
行
を
取
り
扱
い
で
き
る

よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
。
特

に
高
校
の
場
合
は
大
手
旅
行

会
社
が
ほ
ぼ
独
占
状
態
な
の

で
、
地
元
密
着
の
旅
行
会
社

の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
強

く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

　
個
々
の
会
社
だ
け
で
な

く
、
私
ど
も
旅
行
業
協
会
と

し
て
旅
行
業
登
録
を
取
得
し

よ
う
と
、
今
年
の
総
会
で
青

年
部
を
中
心
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
作
っ
て
、
動
き

始
め
ま
し
た
。

　

東
北
応
援
に
は
熱
心

で
す
ね
。

　
バ
ス
会
社
の
協
力
の
も
と

震
災
後
こ
れ
ま
で
、「
が
ん
ば

ろ
う
東
北
」
を
合
言
葉
に
日

帰
り
の
震
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ツ
ア
ー
で
延
べ
３
千
人
、

１
泊
の
観
光
ツ
ア
ー
で
延
べ

６
千
人
を
送
り
ま
し
た
。

　
支
部
主
催
の
ツ
ア
ー
は
終

了
し
ま
し
た
が
、
現
在
も
個

々
の
会
員
が
東
北
へ
の
送
客

を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

木
村
ト
ラ
ベ
ル
（
下

妻
市
）
の
特
徴
は
。

　
顧
客
は
教
育
団
体
や
一
般

団
体
が
中
心
で
す
。
特
に
高

校
へ
の
修
学
旅
行
の
営
業
に

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

年
前
か
ら
販
売
し
て
い

る
の
が
、
協
定
賛
助
会
員
の

旅
館
・
ホ
テ
ル
に
格
安
で
泊

ま
れ
る「
湯
遊（
ゆ
う
ゆ
う
）

宿
泊
プ
ラ
ン
」
で
す
。
学
校

や
一
般
団
体
の
事
務
所
に
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
、

宣
伝
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
客
さ
ま
と

の
〝
絆
〟
を
大
切
に
し
て
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

会社名 国内旅行 海外旅行 外国人旅行 その他 総取扱額 ４月からの累計
，， ，， ，， ，， ，，

． ． ． ． ． ．
，， ，， ，， ， ，， ，，

． ． ． ． ． ．
，， ，， ， ， ，， ，，

． ． ． ． ． ．
，， ，， ， ， ，， ，，

． ． ． ． ． ．
，， ， ，  ，， ，，

． ． ． ． ． ．
，， ，， ， ， ，， ，，
． ． ． ． ． ．

，， ， ， ， ，， ，，
． ． ． ． ． ．

，， ，， ， ， ，， ，，
． ． ． ． ． ．

，， ， ， ， ，， ，，
． ． ． ． ． ．

，， ，， ，  ，， ，，
． ． ． ． ． ．

， ，， ， ， ，， ，，
． ． ． ． ． ．

，， ，， ，  ，， ，，
． ． ． ． ． ．

，，，， ，， ，，，， ，，，
． ． ． ． ． ．

（単位：千円、％）
月の販売概況

ジェイティービー

日本旅行

ＫＮＴ－ＣＴホール
ディングス

トップツアー

東武トラベル

名鉄観光サービス

京王観光

農協観光

読売旅行

西鉄旅行

日通旅行

阪急交通社

合　　　　計

ジェイティービー欄はグループ全体の実績
ＫＮＴ－ＣＴホールディングスの前年数値はグループ全体（ＫＮＴ／ＫＮＴ個人旅行／ＫＮＴ個人旅行販売／クラブツーリズム／ユナイテッドツアーズ／
各地域会社の合算実績）

（３） 第２７３１号第３種郵便物認可２０１３年（平成２５年）１２月７日（土曜日）

あいさつする小野寺会長。右は石川取締役最
高執行責任者

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド

の
赤
ち
ゃ
ん
パ
ン
ダ

森口氏

　
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
・
ト
ッ
プ

会
（
小
野
寺
邦
夫
会
長
）
は

２
日
、
東
京
都
中
央
区
の
コ

ー
ト
ヤ
ー
ド
・
マ
リ
オ
ッ
ト

銀
座
東
武
ホ
テ
ル
で
常
務
理

事
会
を
開
催
し
た
。
会
社
側

は
東
武
グ
ル
ー
プ
入
り
を
報

告
し
、
ト
ッ
プ
会
と
会
社
の

共
同
事
業
が
順
調
に
進
ん
で

い
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
そ

の
後
、
今
年
度
の
事
業
報
告

と
決
算
見
込
み
、
来
年
度
事

業
計
画
案
と
予
算
案
が
承
認

さ
れ
た
。

　
ト
ッ
プ
会
で
は
、
常
務
理

事
会
は
本
部
総
会
に
次
ぐ
議

決
機
関
。
今
回
の
理
事
会
は

会
社
の
東
武
グ
ル
ー
プ
入
り

後
、初
め
て
の
開
催
に
な
る
。

　
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

小
野
寺
会
長
は
「
最
初
（
会

社
が
東
武
グ
ル
ー
プ
入
り
し

た
こ
と
を
）
聞
い
た
時
は
び

っ
く
り
し
た
が
、
こ
ん
な
に

よ
い
方
法
が
あ
る
の
だ
と
思

い
、
前
向
き
に
と
ら
え
た
い

と
思
う
」
と
述
べ
た
。

　
続
い
て
、
石
川
邦
大
・
同

社
取
締
役
最
高
執
行
責
任
者

（
Ｃ
Ｏ
Ｏ
、
ト
ッ
プ
会
名
誉

会
長
）
が
、
東
武
ト
ラ
ベ
ル

と
の
関
係
に
つ
い
て
、
東
武

ト
ラ
ベ
ル
は
関
東
で
の
カ
ウ

ン
タ
ー
店
舗
が
中
心
の
た

め
、
団
体
が
主
力
の
ト
ッ
プ

ツ
ア
ー
の
事
業
方
向
性
が
大

き
く
変
わ
る
こ
と
は
な
く
、

シ
ナ
ジ
ー
（
相
乗
効
果
）
が

発
揮
で
き
る
と
説
明
し
た
。

　
会
社
側
か
ら
の
報
告
で

は
、
伊
藤
浩
・
執
行
役
員
旅

行
業
務
本
部
長
（
ト
ッ
プ
会

副
会
長
）
が
国
内
旅
行
に
つ

い
て
、
夏
以
降
好
調
が
続
い

て
い
る
こ
と
や
、
東
武
グ
ル

ー
プ
入
り
し
た
こ
と
で
、
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
へ
の
集
客

を
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
を
説
明
。

　
山
上
光
裕
・
国
内
旅
行
部

長
（
ト
ッ
プ
会
常
務
理
事
）

は
、
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
旅
ホ
連

も
加
え
た「
三
者
共
同
事
業
」

が
順
調
に
推
移
し
て
い
る
と

報
告
。
割
引
ク
ー
ポ
ン
サ
イ

ト
「
ト
ク
ト
ク
ク
ー
ポ
ン
」

は
、
刷
新
し
て
見
や
す
く
な

っ
た
こ
と
を
紹
介
し
、
現
在

参
加
し
て
い
る
３
６
０
施
設

を
大
幅
に
上
回
る
１
千
施
設

の
参
加
を
目
指
す
た
め
、
出

席
者
に
参
加
の
検
討
を
要
請

し
た
。

　
米
田
稔
・
事
業
開
発
部
長

は
、「
ツ
ー
ル
ド
イ
ベ
ン
ト
」

な
ど
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
や
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
を
使
っ
た
情
報

発
信
の
強
化
と
い
っ
た
事
業

の
現
状
を
説
明
し
た
。

　
ト
ッ
プ
会
本
部
総
会
は
２

年
に
一
度
の
開
催
で
、
来
年

度
は
開
催
し
な
い
た
め
、
総
会
に
代
わ
る
常
務
理
事
会
を

２
月

日
に
開
く
予
定
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
４
日
、
年
末
年
始
（

月

日
～
来
年
１
月

３
日
の

日
間
、
出
発
日
基
準
）
の
宿
泊
旅
行
動
向
の
見

通
し
を
ま
と
め
た
。
今
年
の
年
末
年
始
の
一
般
的
な
休
み

は

月

日
か
ら
１
月
５
日
ま
で
の
９
日
間
で
、
最
大
９

連
休
と
な
る
の
は

年
ぶ
り
の
こ
と
。
冬
の
ボ
ー
ナ
ス
増

も
旅
行
を
後
押
し
し
、
国
内
旅
行
人
数
は
前
年
を
２
・
０

％
上
回
り
、
過
去
最
高
と
な
る
２
９
８
３
万
１
千
人
と
予

測
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
＆
ト
ラ
ベ
ル
は


月

日
、
訪
日
旅
行
オ
ン

ラ
イ
ン
予
約
サ
イ
ト
「
ジ
ャ

パ
ニ
カ
ン
」
を
全
面
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
た
。
個
人
旅
行
者

が
多
い
香
港
向
け
に
中
文
繁

体
字
香
港
サ
イ
ト
を
、
ビ
ザ

免
除
で
大
幅
に
旅
行
者
が
増

え
て
い
る
タ
イ
向
け
に
タ
イ

語
サ
イ
ト
を
加
え
る
な
ど
し

て
、
訪
日
旅
行
の
取
り
扱
い

拡
大
を
目
指
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
英
語
、韓
国
、

中
国
簡
体
字
、
繁
体
字
台
湾

と
合
わ
せ
６
言
語
に
対
応
。

各
国
向
け
サ
イ
ト
の
デ
ザ
イ

ン
や
ロ
ゴ
も
一
新
し
た
。

　
旅
行
商
品
の
品
ぞ
ろ
え
を

増
や
す
と
も
に
宿
泊
施
設
、

ツ
ア
ー
や
入
場
券
な
ど
の
旅

行
関
連
商
品
を
一
括
で
カ
ー

ト
決
済
で
き
る
機
能
も
導

入
。
地
方
自
治
体
や
観
光
協

会
と
の
連
携
を
強
化
し
、
日

本
全
国
の
観
光
情
報
の
発
信

が
で
き
る
観
光
情
報
登
録
機

能「
地
域
イ
ン
フ
ォ
ネ
ッ
ト
」

を
設
け
、
無
料
で
地
域
情
報

を
多
言
語
に
よ
り
タ
イ
ム
リ

ー
に
発
信
で
き
る
よ
う
に
も

し
た
。

　
サ
イ
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
面
で

は
、
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る

朝
日
旅
行
の
「
日
本
秘
湯
を

守
る
会
」
「
日
本
文
化
遺
産

を
守
る
会
」
と
連
携
し
、
日

本
の
コ
ア
な
魅
力
を
発
信
す

る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
す

る
。

　
日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
）
は
、
来
年
４
月
か
ら

の
消
費
増
税
で
国
内
の
募
集

型
企
画
旅
行
の
表
示
方
法
に

つ
い
て
「
内
税
表
示
に
す
る

こ
と
が
好
ま
し
い
」
と
の
指

針
を
示
し
た
。
会
員
各
社
に


月

日
、
通
知
し
た
。

　
内
税
表
示
を
推
奨
す
る
理

由
と
し
て
は
①
消
費
者
が
表

示
に
慣
れ
て
い
る
②
消
費
者

に
分
か
り
や
す
い
―
こ
と
を

挙
げ
る
。
た
だ
し
、
「
あ
く

ま
で
も
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
と
し
て
の

指
針
で
あ
り
、
最
終
的
に
は

会
員
各
社
の
判
断
に
委
ね

る
」
と
し
て
い
る
。

　
併
せ
て
会
員
各
社
に
は
、

増
税
分
を
運
輸
・
宿
泊
機
関

な
ど
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
は

消
費
税
転
嫁
対
策
特
別
措
置

法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
旨
、

注
意
を
促
し
て
い
る
。

　
日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
）
は

月

日
、
会
員

旅
行
会
社
に
社
員
募
金
を
呼

び
掛
け
て
い
た
２
０
０
３
年

度
「
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
環
境
基
金
１

０
０
円
募
金
」
の
募
金
額
が

１
４
７
万
７
千
円
に
な
っ
た

こ
と
を
発
表
し
た
。

社
か

ら
募
金
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
環
境
基
金
は
、

旅
行
訪
問
地
で
の
美
し
い
自

然
や
動
植
物
、
文
化
遺
産
の

保
護
、
修
復
と
観
光
の
発
展

な
ど
を
目
的
に
１
９
９
８
年

に
設
立
。
現
在
、
こ
の
基
金

を
小
学
校
の
環
境
学
習
支
援

助
成
と
植
林
・
間
伐
事
業

「
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
森
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
活
用
し
て
い
る
。

　
１
０
０
円
募
金
は
８
月
１

日
か
ら
９
月

日
ま
で
の
期

間
受
け
付
け
た
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ

ル
ー
プ
や
近
畿
日
本
ツ
ー
リ

ス
ト
、
日
本
旅
行
グ
ル
ー
プ

な
ど

社
、
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
事
務

局
を
加
え
て

社
か
ら
１
４

７
万
７
３
５
４
円
が
集
ま
っ

た
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は

月

日
、
デ

ィ
ー
・
エ
ヌ
・
エ
ー
の
旅
行

子
会
社
エ
ア
ー
リ
ン
ク
（
東

京
都
新
宿
区
）
と
ウ
ェ
ブ
に

関
す
る
業
務
提
携
を
行
っ
た

と
発
表
し
た
。

日
か
ら
Ｊ

Ｔ
Ｂ
が
取
り
扱
う
宿
泊
コ
ン

テ
ン
ツ
を
総
合
旅
行
サ
イ
ト

「
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ト
ラ
ベ
ル
」
で

提
供
し
て
い
る
。

　
提
供
す
る
の
は
全
国
の
旅

館
・
ホ
テ
ル
約
１
万
４
千
施

設
の
約

万
プ
ラ
ン
。

　
提
携
に
よ
り
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
ウ

ェ
ブ
領
域
で
幅
広
い
商
品
提

供
と
利
用
者
接
点
の
増
大
を

目
指
す
。
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ト
ラ
ベ

ル
で
は
国
内
旅
行
商
品
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
、
利
用
者
へ

の
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
す
る
。

　
国
内
旅
行
の
旅
行
日
数
は

日
並
び
の
良
さ
を
利
用
し
、

長
く
旅
行
を
計
画
し
て
い
る

人
と
、
年
末
年
始
は
自
宅
で

ゆ
っ
く
り
す
る
時
間
を
取
り

つ
つ
、
三
が
日
の
前
後
で
短

め
の
旅
行
へ
出
か
け
る
人
の

両
方
が
増
え
る
と
い
う
。

　
出
発
日
の
ピ
ー
ク
は

月


日
発
で
、
次
い
で

月


日
発
。
多
様
な
日
程
取
り
が

可
能
な
日
並
び
で
あ
る
た

め
、
例
年
よ
り
ピ
ー
ク
は
分

散
す
る
傾
向
に
あ
り
そ
う

だ
。
帰
着
日
の
ピ
ー
ク
は
１

月
３
～
５
日
の
見
込
み
。

　
旅
行
先
を
見
る
と
、
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
富
士
山

周
辺
へ
出
か
け
る
旅
行
者
が

増
加
。
夏
期
は
登
山
を
含
め

た
富
士
山
ろ
く
エ
リ
ア
へ
の

旅
行
者
が
多
か
っ
た
が
、
冬

期
は
静
岡
市（
三
保
松
原
）、

河
口
湖
周
辺
の
山
梨
地
区
な

ど
、
雪
を
か
ぶ
っ
た
富
士
山

の
全
景
を
鑑
賞
で
き
る
、
よ

り
広
い
地
域
に
旅
行
者
が
訪

れ
つ
つ
あ
る
。

　
九
州
は
「
な
な
つ
星
」
の

好
発
進
に
加
え
、
「
Ａ
列
車

で
行
こ
う
」
「
ゆ
ふ
い
ん
の

森
」
「
九
州
横
断
鉄
道
」

「
お
れ
ん
じ
食
堂
」
な
ど
魅

力
的
な
観
光
列
車
が
多
数
走

り
、
人
気
を
集
め
て
い
る
。

　
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
就
航
に
よ
り
札

幌
、
仙
台
、
福
岡
、
長
崎
、

鹿
児
島
、
沖
縄
な
ど
、
地
方

都
市
か
ら
の
路
線
が
増
え
た

大
阪
も
人
気
。
東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
、
東
京
駅
舎

周
辺
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

な
ど
の
東
京
周
辺
は
引
き
続

き
好
調
だ
。

　
対
前
年
比
２
・
１
％
増
の

海
外
旅
行
人
数
も
過
去
最
高

の

万
５
千
人
に
。
総
旅
行

人
数
も
最
高
の
３
０
５
２
万

６
千
人
と
な
る
見
込
み
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
、
白
浜
温

泉
な
ど
で
和
歌
山
県
の
現
地

取
材
会
を

月

日
と

日

に
開
催
し
た
。
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー

プ
と
和
歌
山
県
で
は
来
年
の

９
月

日
か
ら

月

日
ま

で
「
和
歌
山
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
わ

か
や
ま
Ｄ
Ｃ
）」を
実
施
し
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
和
歌
山
県
は

そ
の
プ
レ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

９
月

日
か
ら

月

日
ま

で
展
開
し
て
い
る
。
現
地
取

材
会
で
は
、
来
年
の
わ
か
や

ま
Ｄ
Ｃ
で
も
目
玉
と
し
て
期

待
さ
れ
る
ク
エ
や
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド
の
パ
ン
ダ

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
で
は
、
往
復

の
Ｊ
Ｒ
と
食
事
や
温
泉
入
浴

が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
日
帰
り

旅
行
商
品
「
駅
長
お
す
す
め

駅
プ
ラ
ン
」
を
販
売
し
て
お

り
、
南
紀
方
面
で
は
ク
エ
を

メ
ー
ン
に
し
た
商
品
を
発

売
。大
手
旅
行
会
社
か
ら
も
、

ク
エ
を
メ
ー
ン
に
し
た
Ｊ
Ｒ

セ
ッ
ト
の
旅
行
商
品
が
販
売

さ
れ
て
い
る
。

　
現
地
取
材
会
で
は
Ｊ
Ｒ
新

大
阪
駅
か
ら
「
特
急
く
ろ
し

お
」
で
Ｊ
Ｒ
箕
島
駅
へ
。
有

田
市
は
太
刀
魚
の
漁
獲
量
が

日
本
一
。
市
内
で
は
、
温
泉

旅
館「
有
田
川
温
泉
鮎
茶
屋
」

で
天
然
ク
エ
と
太
刀
魚
の
会

席
料
理
を
試
食
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
白
浜
温
泉
に

移
動
し
て
、
温
泉
旅
館
「
紀

州
・
白
浜
温
泉
む
さ
し
」
で

「
近
大
ク
エ
」
を
使
っ
た
会

席
料
理
を
試
食
。
近
畿
大
学

水
産
研
究
所
で
幻
の
魚
と
い

わ
れ
て
い
る
ク
エ
の
養
殖
が

成
功
し
、
高
い
ブ
ラ
ン
ド
力

を
誇
っ
て
い
る
近
大
ク
エ
。

白
浜
温
泉
内
の
各
旅
館
・
ホ

テ
ル
で
は
近
大
ク
エ
の
さ
ま

ざ
ま
な
創
作
料
理
が
提
供
さ

れ
て
お
り
、
名
物
料
理
と
し

て
定
着
し
て
い
る
。

　
翌
日
の
午
前
中
は
、
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド
に
移

動
し
て
、
新
施
設
の
希
少
動

物
繁
殖
セ
ン
タ
ー
「
Ｐ
Ａ
Ｎ

Ｄ
Ａ
　
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
」
で
、
人

気
者
の
赤
ち
ゃ
ん
パ
ン
ダ
な

ど
を
取
材
。
そ
の
後
、
バ
ス

で
湯
浅
町
に
移
動
。
湯
浅
町

の
旅
館
「
栖
原
温
泉
」
で
は

生
簀
に
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
て
い

る
紀
州
産
の
天
然
ク
エ
を
見

学
。
紀
州
産
の
天
然
ク
エ
を

使
っ
た
会
席
料
理
を
試
食
し

た
。

　
全
国
旅
行
業
協
会
（
Ａ
Ｎ

Ｔ
Ａ
）
の
東
京
都
支
部
（
駒

井
輝
男
支
部
長
）
、
東
京
都

旅
行
業
協
会
、
東
旅
は

月


日
に
事
務
所
を
移
転
。
新

事
務
所
で
の
営
業
を

月
２

日
か
ら
開
始
し
た
。

　
新
住
所
は
〒
１
０
２
―
０

０
８
１
東
京
都
千
代
田
区
四

番
町
４
―
９
東
越
伯
鷹
ビ
ル

２
階
。
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
番

号
は
従
来
通
り
☎
０
３
（
５

２
１
０
）
２
５
０
０
、
フ
ァ

ク
ス
は
０
３
（
５
２
１
０
）

２
５
０
２
。

　
ウ
ィ
ラ
ー
ト
ラ
ベ
ル
は
、

就
職
活
動
を
行
う
学
生
を
応

援
す
る
た
め
、
二
つ
の
取
り

組
み
を
ス
タ
ー
ト
す
る
と


月

日
に
発
表
し
た
。
一
つ

は
、
リ
ク
ル
ー
ト
キ
ャ
リ
ア

が
運
営
す
る
就
職
情
報
サ
イ

ト「
リ
ク
ナ
ビ
」と
連
携
し
、

全
国
で
開
催
さ
れ
る
リ
ク
ナ

ビ
の
合
同
説
明
会
会
場
へ
無

料
ア
ク
セ
ス
バ
ス
を
運
行
す

る
。

　
２
０
１
４
年
３
月
５
日
ま

で
合
同
説
明
会
が
行
わ
れ
る


会
場
、

イ
ベ
ン
ト
へ
、

会
場
近
郊
の
主
要
駅
か
ら
会

場
ま
で
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
と

各
大
学
専
用
の
大
学
支
援
バ

ス
を
運
行
す
る
。

　
二
つ
目
は
、
ウ
ィ
ラ
ー
の

会
員
か
つ
「
リ
ク
ナ
ビ
２
０

１
５
」
の
会
員
に
、
高
速
バ

ス
に
使
え
る
３
０
０
～
３
千

円
の
ウ
ェ
ブ
ク
ー
ポ
ン
を
毎

月
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
。
来
年
５
月
ま
で
月
に
１

回
配
布
し
、
就
職
活
動
に
よ

る
都
市
間
移
動
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
。

　
日
本
バ
ス
協
会
は

月


日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
サ

ン
ケ
イ
プ
ラ
ザ
で
、
第

回

中
央
技
術
委
員
会
全
国
大
会

を
開
催
し
た
。
全
国
か
ら
約

２
０
０
人
の
バ
ス
関
連
会
社

の
技
術
者
ら
が
出
席
し
、
発

明
考
案
功
労
者
の
表
彰
や
技

術
業
務
報
告
、
バ
ス
関
連
商

品
の
展
示
会
な
ど
が
行
わ
れ

た
。

　
日
本
バ
ス
協
会
中
央
技
術

委
員
会
委
員
長
の
森
口
明
好

氏
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
「
日

常
的
な
バ
ス
の
整
備
が
安
全

運
行
に
は
欠
か
せ
な
い
。
皆

さ
ん
が
バ
ス
の
安
全
運
行
の

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
」
と
技
術
者
ら
を
激
励
し

た
。

　
来
賓
の
国
土
交
通
省
自
動

車
局
技
術
政
策
課
長
の
江
角

直
樹
氏
は
「
２
０
２
０
年
の

東
京
五
輪
で
は
バ
ス
が
大
き

な
役
割
を
担
う
。
選
手
な
ど

大
会
関
係
者
は
専
用
レ
ー
ン

を
使
っ
て
バ
ス
が
送
迎
を
行

い
、
大
量
の
観
客
は
駅
か
ら

会
場
ま
で
ピ
ス
ト
ン
輸
送
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
バ
ス

が
な
け
れ
ば
大
会
は
成
功
で

き
な
い
」
と
強
調
し
、
理
解

を
求
め
た
。

　
発
明
の
考
案
功
労
者
の
表

彰
式
で
は
、
最
優
秀
賞
に
神

戸
市
交
通
局
の
大
森
基
充

氏
、
水
口
朝
文
氏
が
表
彰
さ

れ
、
日
本
バ
ス
協
会
会
長
の

高
橋
幹
氏
か
ら
表
彰
状
を
受

け
取
っ
た
。

　
続
い
て
各
地
区
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
推
薦
さ
れ
た
会
社
に
よ

る
技
術
業
務
報
告
が
行
わ

れ
、
参
加
者
ら
は
真
剣
な
表

情
で
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　
別
の
会
場
で
は
バ
ス
関
連

用
品
や
部
品
な
ど
の
商
品
展

示
会
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の

来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　
鉄
道
旅
客
協
会
が

月


日
に
発
表
し
た
、
主
要
旅
行

業

社
の

月

の
旅
行
販
売
取

扱
額
は
前
年
同

期
比
２
・
３
％

増
の
３
１
４
１

億
３
３
５
８
万

円
だ
っ
た
。

　
内
訳
は
国
内
旅
行
が
２
・

７
％
増
の
１
９
６
４
億
２
７

０
１
万
円
、
海
外
旅
行
が
０

・
４
％
増
の
１
０
８
５
億
９

１
７
１
万
円
、
外
国
人
旅
行

が

・
７
％
増
の

億
１
２

０
万
円
。

　
総
取
扱
額
が
前
年
同
月
を

上
回
っ
た
事
業
者
は
ジ
ェ
イ

テ
ィ
ー
ビ
ー
、
日
本
旅
行
、

Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
、
名
鉄
観
光
サ
ー
ビ

ス
、
阪
急
交
通
社
の
５
社
。

　
国
内
旅
行
で
前
年
同
月
を

上
回
っ
た
の
は
、
総
取
扱
額

で
前
年
同
月
を
上
回
っ
た
５

社
と
日
通
旅
行
を
合
わ
せ
た

６
社
。
海
外
旅
行
は
３
社
、

外
国
人
旅
行
は

社
だ
っ

た
。
読
売
旅
行
は
外
国
人
旅

行
が
３
ケ
タ
の
伸
び
。

　
４
月
か
ら
の
累
計
総
額

は
、
前
年
同
期
比
０
・
２
％

減
の
２
兆
１
３
３
億
７
６
４

９
万
円
。
前
年
同
期
を
上
回

っ
た
事
業
者
は
ジ
ェ
イ
テ
ィ

ー
ビ
ー
、
日
本
旅
行
、
名
鉄

観
光
サ
ー
ビ
ス
の
３
社
。

　
分
野
別
で
は
国
内
旅
行
が

４
・
１
％
増
の
１
兆
２
３
８

７
億
７
２
１
４
万
円
、
海
外

旅
行
が
７
・
８
％
減
の
７
１

９
２
億
１
０
１
３
万
円
、
外

国
人
旅
行
が


・
９
％
増
の
４

４
１
億
１
７
３

１
万
円
。

　
国
内
旅
行
の

累
計
が
前
年
同

期
を
上
回
っ
た
の
は
ジ
ェ
イ

テ
ィ
ー
ビ
ー
、
日
本
旅
行
、

Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
、
名
鉄
観
光
サ
ー
ビ

ス
、
読
売
旅
行
、
阪
急
交
通

社
の
６
社
だ
っ
た
。


